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 日中はワイワイガヤガヤ、夜になると静かな虫の声、フッと季節の移り変わりを感じる瞬間 

があるのが 9 月。疲れも出やすくなりますね。“３分ののんびり”が、疲れをリラックスタイム 

に変えてくれるかもしれません。ぜひお試しを。 

さて、子ども達の 2 学期が本格的に始まりました。“元気に行動すること”“しっかり考えて 

いくこと”が、いきなり目白押しのご家庭も多いと思います。あんずは、児童も放デイも訪問 

支援も相談も、いつもと変わらないペースで進めていきます。立ち止まる場所、整える場所、 

コツコツ進めていく場所として、一週間のアクセントになれればいいなと思っています。 

マスク越しにはなりますが、昨日までのことや明日からのことを、たくさん話して、動いて、 

楽しんで、また進んでいきましょう。 

 

—9 月・10 月の予定— 

  9 月 6 日（火） ＯＴ（児童） 

9 月 20 日（火） ＳＴ（児童） 

9 月 22 日（木） ドクターＮの医療相談（児童・放デイ・訪問共通） 

9 月 27 日（火） 地域連携日（児童のみ支援はお休みです）  

１０月 3 日（月） ＳＴ（児童） 

１０月１３日（木） ＳＴ（児童） 

１０月１４日（金） ＯＴ（児童） 

１０月２７日（木） 健康診断（児童）14 時～ 

１０月２７日（木） ＯＴ（児童） 

 

＝お知らせ＝ 

 

≪ドクターＮの医療相談≫（児童・放デイ・訪問支援共通） 

  今年度 2 回目の『ドクターN の医療相談』を９月 22 日（木）14：00～に行います。 

医療相談は、埼玉医科大学総合医療センター小児科の奈倉道明先生が行います。 

“ドクターの話を聞いてみたい”“診断ってどう考えればいいの？”等、ちょっとした思いで構

いません。今回は定員を満たしていますが、ご希望ご関心のある方はお声をかけてください。 

（ひと枠 30 分：4 組）      【今後の予定：11/10（木）  １/19（木）】 

 

 

≪地域連携日について≫（児童・放デイ共通） 

9 月 27 日（火）は地域連携日となります。今回は、就学前の児童のみ支援をお休みにして、 

 放デイは通常通りの支援となります。お間違えのないよう、よろしくお願いします。 

  この機会も活かして、幼稚園保育所等関係機関との連携を図っていきます。 

訪問するお子さんには事前にお知らせしますので、よろしくお願いします。 

    
 
 
   

 



≪『地域連携シート』の活用についてのお願い≫ (放デイ) 

  あんずも含めた市内の放課後等デイサービス事業所から、4 月一斉に『地域連携シート』を 

配布し、ご記入をお願いしました。ご協力ありがとうございます。 

ご記入後、お子さんが通っている学校や事業所、病院、訓練先等の先生方に、ご家庭の任意 

 ではありますが、ぜひお配りいただけますよう、よろしくお願いします。 

 子どもに関わっている様々な機関（支援者）同士が、ご家庭を中心につながって 

いくためのツールとして活かしていくことが、このシート作成の目的であり願いです。 

ご協力の程、よろしくお願いします。 

 

≪定期健康診断について≫（児童） 

  10 月 27 日（木）14:00 より、就学前のお子さんを対象に健康診断を 

行います。（櫻澤医院） 

あんずを利用していただく上で受診は必須ですが、幼稚園・保育所で健診を 

受けている場合は、受けないでいただいても構いません。但し、利用日に当たっている方は、

受診をお願いします。 

 

 

 

ひょっとこクラスの８月あれこれ 

8 月のひょっとこさんたち、巧技台運動では、鉄棒「ぶたの丸やき」に挑戦 

してきました。肘、足、頭、いろいろなところを意識しなくてはいけない難しさはありますが、 

みんな諦めずチャレンジする姿が見られました。楽しそうな笑顔もチラホラ♡ 今後も繰り返し 

取り組んでいきたいと思います。 

 また、着替えの時間は、部屋の中央の机で、みんなで向かい合って支度をすることに取り組 

んでいます。自分のスペースや周りのお友達を意識しながら支度に向かう経験を重ねていける 

とよいですね。年長さんは、9 月からハンカチの使用も行っていきます。身の回りのことを、 

自分で管理できるよう、練習していきましょう。 

 

おかめクラスの８月あれこれ  

  おかめクラスの“はしご”の設定は、身体の大きさの違いや経験から、その子によって取り 

組み方法が違います。お尻を上げずにバランスを考えながら進む子や、足を大きく上げて 

またいで進む子、頑張ってお尻を上げてバランスを取りながら腕を伸ばす子、 

「てて・あしあし」のリズムを意識しながら進む子、それぞれが一生懸命 

考えながら頑張っています！ 

 最初は、できるか不安な表情を見せたり、身体を意識しすぎて緊張してしまう 

姿が見られたりしましたが、回を重ねる中で、できた達成感を感じ、自信を持って 

取り組める様子も増えてきました。運動や活動の場面だけでなく、あんずの生活の中でも、 

ひとつひとつできた経験が重なってきています。 

 これからも、いろいろな経験を楽しく♪積み重ねていきましょう！ 



放デイのひとり言 

  この夏は異常な暑さでしたね。そんな中でも、子ども達は、 

元気に遊びや活動に取り組んでいて、その姿からパワーをたくさんもらいました。 

 8 月は夏休みということもあり、あんずに到着してから、“はじまりの会”までの時間が、 

いつもより長く、様々な遊びを楽しんでいる姿が見られました。ホールでボール遊びや、教室 

でテーブルゲーム、職員とおしゃべりをしたりと、それぞれが、自身でやりたいことを選び過 

ごしていました。そこから、友達の楽しんでいる姿を見て、輪の中に入ったりするなど、活発 

な交流がありました。 

 また、8 月の第 4 週目の活動では、夏の風物詩「おまつりごっこ」を楽しみました。射的・ 

ヨーヨー釣り・魚釣りをそれぞれまわり、大いに盛り上がりました。いつも以上に人の手を借 

りず、「自分でやる」気持ちが強い子ども達を見て、楽しさが生み出す意欲の高さを実感してい 

ます。 

 さて、残暑が続く中で 2 学期が始まります。いつものリズムを 

取り戻すのに大変かと思いますが、そんな姿を見守り、 

寄り添って支援にあたりたいと思います。 

 

 

 

保育所等訪問支援のある日あるとき  

 8 月は幼稚園がお休みだったので、保育所や学童保育室へお邪魔しました。 

夏ならではの、遊んだ後のシャワーも、“服を脱いだらタオルを持って、あそこに行くんでしょ”  

“シャワーが終わったら・・・”と、流れが身に付いてきたり、お友達や先生に教えてもらいな 

がらも、夏の始まりの頃より、とてもスムーズな姿が見られ、繰り返しの大切さを感じさせても

らいました。夏は着替えの回数も多くなるので、着替え上手になる子も多いかもしれないですね。 

汗で着替えにくさもあるので、ゆとりのある洋服がおススメです。 

 8 月は、お休みのお友達が多かったり、担任外の先生と過ごすことがあったり、 

時には、違うお部屋で、違うクラスのお友達と一緒に過ごすこともあったかなと 

思います。そんなときの様子も、ぜひ教えてください。 

 7 月の終わりから 8 月にかけて、何園かの先生方が、子ども達のあんずでの 

様子を見学に来てくださいました。ありがとうございました。 

 行事の多い秋、ご家庭や幼稚園、保育所の先生方と一緒に、参加の仕方等、 

話題にしていけたらと思います。 

 

 

☆お 礼☆ 

８月は、ミニカーと絵本、トイレットペーパー、 

そして BOX ティッシュをたくさんいただきました。 

ありがとうございました。 

みんなで大切に使わせていただきます。 

 

    

 



 

 

 

お互いのために、感染症対策へのご協力をお願いします！ 

 

健康状態への早めの留意  検温  常時換気  こまめな手洗い・消毒 

 

＊マスクの使用が緩和されていますが、あんずの建物内は、大人はマスクを着用されている 

 方のみの入場、子ども達のマスクは、できる子のみでの対応は継続します。 

＊子ども本人の他、ご家族に体調不良の方がいる場合の利用はお断りしています。 

 ＊子どもが通っている学校や幼稚園保育所が休校・休園になった場合、あんずの利用は控え 

ていただきます。兄弟姉妹の休校・休園も同様です。 

 ＊ご家族の学校や職場等身近で感染者が出て、自分や家族が濃厚接触者に当たるかどうか、 

不明な場合は、必ず申し出てください。自己判断で利用しないようお願いします。 

 ＊あんず利用児及び職員から感染及び濃厚接触者が出た場合には、リスクの可能性のある 

ご家庭に対して速やかに連絡します。 

＊子ども達に無理のない範囲で、感染対策には十分取り組んでいきますが、小集団での支援 

の都合上、人は集まります。ご了解の上で利用していただきますよう、よろしくお願いし 

ます。何か不安なことがありましたら、ためらわず、お気軽にご相談ください。 

 ＊ご家族に体調不良の方が出て、どこに問い合わせればよいか等、お困りのことがありまし 

たら、いつの時間でも遠慮なく連絡してください。必要な情報をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

あんず書店    

『りんごかもしれない』    
 作 ヨシタケ シンスケ 

 
                       

             学校から家に帰ると、テーブルの上にリンゴが。 

            そのリンゴを見て、少年が数々の「かもしれない」を考えていきます。 

            笑える「かもしれない」 壮大な「かもしれない」など、豊かな発想に 

            驚きます。そして、最終的にリンゴは・・・。 

             物事を決めつけるのではなく、「かもしれない」の多面的な見方を 

            大切にしたいと思う一冊です。（吉田） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          忙しない中のコツコツを大事に。 

                                          必ず…ジワジワ活きてくる。 

 

 


